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2 草丈,茎数の推移

草丈は各橋種量区ともほぼ 5月 11日 >5月 27日 >
6月 8日 の順に高い。茎数は播種時期別では 5月 11日

,

く 5月 27日 <6月 8日 の順に多 く,橋種量別でもほぼ

50,く 100'く 150'く 200夕 に推 移 した (第 1,

2日 )。

3 生草重について

条播栽培の 5月 11日 播が 8月 25日 , 9月 1日 刈 り

とも嬌種量 50,<`00,<200,く 15C夕 の願 であ

ったが,他は各播種時期 とも50,く 100,<150,<
200,と 嬌 種量が多いほ ど多収であった。播種時期別

では 5月 27日 橋で3月 25日 刈取 りの諸籠量 200,,

9月 1日 刈取 りの播種量 150～200,が 多収 を示 した。

また, 5月 11日 嬌に比較 して,6月 8日 橋は刈取 り時

期 を5～ 6日 遅 らせることにより,播種量 150～ 200

,で , 5月 11日 播 とほぼ同収が得 られる。

4 播種様式について

条播栽培より全面橋栽培が多収で,かつ省力的であ

るが, 5月 11日 橋は生育初期の雑草対策が問 題点 と

して残った。

ヒエの青刈 り用 として有利な点は第 1報 で述べたが,

ヒエの橋種期幅は比較的長いが,一般に早橋ほ ど収量

が多 く,条播・全面播栽培 とも播種量 a当 たりlm～

200′ が収量的 に安定 している。

なお,供試 した飛口在来は出穂期 ころまでは倒伏に

強いので,全面橋栽培は施1巴量 (窒素 )と 精種量増に

よって,さ らに多収性 と茎の細い嗜好性の高い良質な

粗飼料が得られるものと思われる。
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第 1図 主要成果の具体的データー
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第 2国 主要成果の具体的データー

青 刈 リ ヒエ の栽 培 法 に つ い て

第 6報  播 種 量 と 窒 素 施 肥 量

大 野 康 雄・佐 木々 邦 年

(岩手県晨業試験場 )

機 種 期 :5月 11日

1 ま  え  が  き
栽植様式 :60"X24"

第 2報に続いて,自 給飼料強化のために,青刈 リヒ

エの栽培法の残された問題点の一つとして,標題 を検        6 試  験  結  果

討 した結果 を報告す る。                 1 草丈・茎数の推移

2試 験 方 法

普通畑 (岩手農試ほ場 )火 山灰土壌

供試品種 :飛口在来 (長禅・晩熟性 )

供試条件 :第 1表 のとお り

播種量別では草丈・茎数 とも標準 a当 た り50,に
比べ, m夕 く loo′ く 150,の 願にまさった。

施1巴量別は標準a当 た りN成分量 11的 (Q8+α 5)
から18,(12+Q6)ま では最終的に施肥量が多い

ほど車丈は高 くなり,茎数も増加の傾向がある (第 1
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播 種 量 (%/a)

第 1表 供

窒素施肥量0/a)

件試

考備

11(l18+l13)

15(12+r13)

1.8 ( t2 + 06 )

22(16+α 6)

N量 と草丈,茎数の推移

22的 (16+■ 6)は 18″ (12

試 験 成 績 概 要

ア. PaOI:a当た り過石 10た,熔卿 0り (基 肥)

イ. K20:a当 た り塩化 20"(基 肥 )

a当 た り 300り

工.追 肥時期 :6月 50日

+Q6)に 比較 して出芽障害 をうけて茎数は少な く,

草丈は追肥後 (6月 50日 )7月 下旬～ 8月 上旬はやや

高いが,その後は草丈・茎数 も劣った。

2 生草重 と乾物重

播種畳別では前記の関係から標準 a当 た り50夕 に

比べ, 50′ く
'007く

150夕 の順に多収であった。

施肥量
'1も

前記の関係から 1 lλ,(a8+03),

15た,(12+Q3), 18的 (12+α 6)の 順に

多収 を示 した (第 2表 ,第 2図 )。

なお,いずれの供試条件でも出穂期まで鋼伏はみら

れなかった。
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3月 25日

声丈 茎教 生車■(短/a,
以上の結果,播種量は a当 た り150,,N施 1巴量 a

当た り18毎 (12+α 6)が 最多収 を示 したことか

ら,適正な播種量は第2報 で述べたようにa当 た り 150

,～ 200,で,N量 は基肥で a当 たり成分量 10切～

12り,追肥量 で a当 た り成分量 a5切～ Q`り の範

囲が適当量 と思われる。また N tt a当 たり22り (16
+Q6)は 出芽障害,生育抑制の関係からa当 た り 18

ん,以 内にととめる必要がある。

今後残された問題点 として,多収化のために ①作

期別品種の選定 ②サイレージ調製法 ③粗耕栽培法
の確立 ④ 生育初期除草剤の検討等があげられる。
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N量 と車丈・茎政,生
草重,乾物重の関係

第 2図  出穂始刈 り(3月 25 日)
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転換畑における地下水位の相違によるダイズの生育反応

柴 田 惇 次 。遠 藤 武 男

(東北農業試験場 )

1ま え が き

一般に,転換畑はダイズの生育にとって,土壌水分

が過多か,過多にな りやすい欠陥 をもつといわれてい

る。そこで,比較的高地下水位条件においてダイズの

生育,収量がどのように変動す るかを明らかに して
,

転換畑 ダイズの栽培技術上の基礎的知見 を得るために,

昭和 46～ 48年の 6カ 年間,試験 を実施 した。

2 試  験  方  法

t 土壌条件 :転換初年 目～ 3年 目の胆江沖積土獲

(下層土は盛試下層土 )を充てんした深 さQ`″ ,面

積
'″

の有底枠圃場。

2 地下水位 :5, 知 , 35, 50磁 の 4段階 (生

育全期間処理 )。

こ 供試品種 :ラ イデン,奥羽 13号

4栽 培 法

は種期 ;5月 27日

施 ]巴量(協/a),N=α 06,P205‐ Q34,K20=
α29,堆 肥=200,石灰‐ 10。  施肥法 ;全量基肥。

栽植密度 :`7株/ノ , 1本仕立。

' 1区
面積 ;9″

なお,生育途中の抜取 りによる調査,分析には別に

設けた同一地下水位処理 (盛試土嬢)の 材料を用いた。

3 試 験 結 果 お よ び 考 察

各地下水位区の子実収量は第 1表から明 らかなよう

に, 5<20く 35■ 50“であった。これを地下水位

第 1表 地下水位の相違 とダイズの子実収量 との関係

馘
子 実収 量 (29/a) 50ω 区対比 (,)
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